
線量計取扱上のご注意を以下に説明します。

● �ご自分のガラスバッジやガラスリングおよびDOSIRISであることをご確認ください。

● �定められた部位に装着してください。
● �装着したガラスバッジの前面に筆記用具、硬貨などがないことを確認してください。
● �装着したガラスバッジやガラスリングのラベルの向きが放射線を受ける側にある
ことを確認してください。

● �ガラスリングは、放射線を手の甲側から受ける場合は手の甲側にラベルを向け、
手の平側から受ける場合は手の平側にラベルを向けてください。

男性 女性
防護衣を
着用した場合

放
射
線

放
射
線

2 線量計取扱上のご注意
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● �ガラスバッジのビニール（シュリンク包装）は破らないでください。
● �ガラスバッジやガラスリングの中身を絶対に取り出さないでください。

● �ガラスバッジやガラスリングのラベルを汚さないでください。
● �ガラスバッジやガラスリングのラベルを剥がさないでください。
● �ガラスリングのラベルは熱湯に浸すと剥がれることがありますので、ご注意くだ
さい。

● �ガラスバッジやガラスリングを汚染しないようにしてください。
● �汚染する恐れのある場所では、ガラスバッジをジーガード【収納袋（質量厚さ：
16mg/cm2）】に入れてください。ジーガードを使用するときは線量計型式の
変更をお願いします。（ジーガード　34頁参照）

� � �線量計型式を変更されないまま測定の依頼をされますと、β線が過少に算出され
ることになりますのでご注意ください。

絶対に
あけないでください

2099

022-7290-000　005　 B20002-2723700407007

1
1
3
0
0
8
5
7

07/01-07/31
FSC

　βＸ γ

002-2

723700407006

11
30
08
56

　βＸ γ

絶対に
剥がさないでないで

ください

安全ピンタイプ ポケットタグタイプ

ジーガード

各線量計の取扱について
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● �X・γ線用ガラスリングは、X・γ線を受ける可能性のある作業に従事するとき
にご使用ください。

� � �このときラベルの線量計型式が「JQ」であることをご確認ください。
● �β線用ガラスリングは、β線を受ける可能性のある作業に従事するときにご使用
ください。

� � �このときラベルの線量計型式が「JS」であることをご確認ください。

● �日々の放射線業務終了時には、あらかじめ定めた保管場所に線量計を保管してく
ださい。

� � �（環境用ガラスバッジは、ご使用期間中は設定した場所に取り付けたままとして
ください。）

● �個人用のガラスバッジを環境測定、実験などの他の目的にご使用することは避け
てください。

� � �個人用のガラスバッジを環境用としてご使用されますと過少評価となります。環
境用の測定には、環境用ガラスバッジ（線量計型式：「ES」「EN」）をご使用く
ださい。

● �環境用のガラスバッジを個人用、実験などの他の目的にご使用することは避けて
ください。環境用のガラスバッジを個人用としてご使用されますと過大評価とな
ります。

X・γ線 β線

線量計型式を
確認してください

● �ガラスバッジには、X線用・広範囲用・中性子用など線量計の種類がいろいろ
あります。それぞれの作業環境にあったガラスバッジをご使用ください。

▼ ▼ ▼

2099

022-7290-000　003　 B20002-2723700407003

11
30
08
53

07/01-07/31
FSB

　βＸ γ

2099

022-7290-000　006　 B20002-2723700407006

11
30
08
56

07/01-07/31
FSA

　βＸ γ

2099

022-7290-000　005　 B20002-2723700407007

11
30
08
57

07/01-07/31
FSC

　βＸ γ

2099

022-7290-000 C01　 B20002-4723700407009

11
30
08
59

07/01-07/31

　βＸ γ

装着禁止

ガラスバッジサービス取扱説明書
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